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Ⅲ 小・中一貫教育校整備の対象校

１、対象校の現況（平成２３年５月）

（１）萩野小学校

所在地：新庄市大字萩野２５７４番地の２

創立年：明治９年

児童数：７２名

学級数：６学級（普通学級６）

教職員数：１３名

E-mail：hagino-e@city-shinjo.ed.jp
学校教育目標：瞳 輝かせ 未来に向け たくましく生きる

萩野の子 ～夢のある小・中一貫校へ向けて子ども

たちが主人公の学校教育に～

学区の概要・児童の実態

本校は，新庄市の北東部

にあり、市街地の中心部か

ら１０ｋｍほど離れた月山

と鳥海山を一望できる標高

約２００ｍに位置していま

す。

学区は、神室山系の山々

のふもとに点在する土内・

二枚橋･仁田山･萩野・吉沢

・黒沢の６つの集落から形成されています。学区内には、江戸時

代以前の主要な街道が残っており、歴史的に伝統のある所で、石

動神社などの文化財も豊富に存在しています。

この地区の主な産業は、稲作を中心とする農業ですが，保護者

のほとんどは会社勤めをしている兼業農家です。３世代同居をし

ている家庭がほとんどで、祖父母が養育にかかわっていることが

多い状況にあります。学校教育に対する地区民の理解は深く、協

力的です。ＰＴＡ活動においても、全戸加入の形をとっています。

子どもたちは、よりよい学校にするために、学校行事などの特別

活動を通して、児童会が中心になって主体的に活動しています。

例えば、本年度から宿泊体験学習は、全校で神室少年自然の家に

宿泊しています。実行委員会を組織し、めあてに向かって高学年

が低学年の面倒を見ながら主体的に活動することができました。

ふるさと学習では、地区の方に取材をしたり、地区を探検したり

するなどの体験を通して，地区の人やものにかかわりながら、萩

野の人や文化、歴史、自然について学習しています。
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（２）泉田小学校
所在地：新庄市大字泉田字往還東４５９
創立年：明治７年
児童数：２１８名
学級数：９学級（普通学級７・特別支援学級２）
教職員数：２４名
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：izumit-e@city-shinjo.ed.jp
学校教育目標（目指す子ども像）
○ よく学ぶ 学習で伸びる自分を実感している子ども
○ よく考える こだわり、発想を楽しむ子ども
○ よく働く すすんで役に立とうとする子ども
○ 元気な子 心身とも健康に過ごす子ども

学区の概要・児童の実態
本校は、明治７年５月に新田繁人氏の家屋の一部を使用して創

立されました。現在地に校舎を新築し、校名を泉田尋常高等小学
校としたのは、大正１４年
１０月です。その後は、萩
野村泉田国民学校を経て昭
和３０年４月、新庄市立泉
田小学校となり現在に至っ
ています。
学区は、泉田駅から東、

萩野方面への通りや泉田八
幡神社を中心にした国道１
３号線沿線、塩野・柏木原
など１４の地区に及び南北
に細長くなっています。
かつては稲作を中心とした農業を中心とする地域でありました

が現在は兼業農家が増え、会社や役所務めが多く職種も多様化し
ています。また、学区内に新興住宅街もあり都市化の傾向にあり
ます。しかし、学区全戸（約８００戸）による教育後援会組織や
地区をあげての資源回収など、地域住民の連帯感が強い学区とい
えます。また、教育的関心が高く、次代を担う子ども達への期待
と希望も大きいものがあります。
ＰＴＡ活動については、現在も本校を含む新庄市立北部４小中

学校でＰＴＡ連絡協議会を開催しており、親善球技大会や教育後
援会などを合同で開催しています。また、授業参観などにも来校
者が多く行事への協力や早朝作業など学校に対する支援・協力体
制も整っています。
子どもたちは素直で明るい子どもが多く、学習にも意欲的に取

り組んでいます。特に、学校田や畑での体験学習や観察には大変
意欲的です。反面、自分の考えを相手にわかりやすく伝えたり、
相手の考えを理解し自分の考えを深めたりする力は十分にはつい
ていません。縦割り清掃や登校班などを通して上級生が下級生の
面倒を見ている姿が多く見られます。中間休みに元気に外遊びや
マラソンをしたり、スポーツ少年団活動に積極的に参加し全国大
会に出場したりするなど、運動に対する意識が高まってきていま
す。
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（３）昭和小学校

所在地：新庄市大字昭和６６０番地

創立年：昭和２７年

児童数：１８名

学級数：３学級（普通学級３）

教職員数：１０名

Ｅ-mail：shouwa-e@city-shinjo.ed.jp
学校教育目標：「やってみたい！」に挑戦する子

－明るく かしこく たくましく－

学区の概要・児童の実態

本校は、新庄市北部

に位置し、真室川町、

鮭川村、金山町に隣接

する地区です。大正時

代には、軍馬補充用地

として利用されていま

したが、大正１２年に

これが廃止となったあ

とは荒野となっていました。その後、大正１４年に県連合青年団

による「開拓講習所」が開かれ、荒野約６２ｈａが開拓されると、

１０月には皇太子殿下行啓が行われ、翌年から、これを記念した

本格的な開拓事業が始まりました。

昭和２年より５か年にわたり７７戸が入植し、高橋猪一氏の指

導の下、苦闘を重ねながらの畑作農村創りが開始されました。

昭和３９年からは開田が始まり、昭和４０年の桝沢ダムの完成

以後、田の面積は大きく広がり、近年は、１戸平均６ｈａの水田

経営に合わせて、酪農や花卉栽培も行われるようになりました。

全戸８３戸中７９戸が農業を営んでいます。

本地区は入植順に一年度から五年度に区画されており、それぞ

れの地区に公民館が設置され、集会・研修等が行われています。

さらに、平成５年には「昭和活性化センター」が竣工し、地区

振興の拠点として多岐にわたり活用されています。

地域には、苦労を乗り越える開拓精神が受け継がれ、地域、保

護者の教育への関心は高いといえます。学校行事や総合的な学習

の時間、野菜や稲の栽培活動等の教育活動に対しても、大変協力

的です。子どもたちは、明るく素直で、何事にも一生懸命取り組

みます。自分で学習や生活のねらいを決め、実行していくことの

できる子どもたちが育ちつつあります。
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（４）萩野中学校

所在地：新庄市大字泉田字往還東３９８番地

創立年：昭和２２年

生徒数：１５７名

学級数：８学級（普通学級６・特別支援学級２）

教職員数：２１名

ＵＲＬ：http://www.city-shinjo.ed.jp
Ｅ-ｍａｉｌ：hagino-j@city-shinjo.ed.jp
学校教育目標：１、活力みなぎり、自信と誇りを持つ生徒

２、希望を持ち、進んで学習する生徒

３、思いやり深く、他と積極的に関わる生徒

学区の概要・生徒の実態

本校は、新庄市北部に位

置し、真室川町・金山町・

鮭川村に隣接する地区内に

あります。学区は、東部が

奥羽山脈に接する萩野地区

と、真室川町・鮭川村に接

する昭和地区、さらに旧羽

州街道（現国道１３号線）

に沿って細長く延びる泉田

地区と、それぞれ趣を異にした３つの集落から形成されています。

旧街道や国道を中心に栄えた本地区は、地形的にも恵まれてい

ます。

本地区は、昔から稲作を主とした農村地域です。昭和元年度か

ら戦前にかけて入植した昭和地区・塩野地区、または戦後に入植

した柏木原や往還、あるいは泉田駅前地区などは比較的に専業農

家が多くなっています。近年は経営の合理化が進み、リンゴ等の

果樹、あるいは菌茸類など、多角的な農業経営が行われるように

なりました。しかし、最近は、市内までの利便性が高まったこと

で、会社員や公務員との兼業農家が主流を占めるようになってき

ました。

地域や保護者の学校に対する関心は高く、大変協力的です。親

子奉仕活動では、９０％以上の保護者が参加しています。また、

保護者や地域の教育力も依然として強く残っています。

子どもたちは、一般的に素直で何事にもまじめに取り組む生徒

が多いといえますが、学習に対する意欲がやや不足していたり、

農村部の割に様々な体験活動が不足していたりしているところも

見受けられます。

また、本校は、児童養護施設の生徒を受け入れており、施設と

の緊密な連携を図っています。

http://www.city-shinjo.ed.jp
mailto:hagino-j@city-shinjo.ed.jp
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２、対象校における児童生徒の課題

小学校における課題は、大きな集団での生活経験が少なく、少子化の中

で、三世代家族という環境において手をかけられ育った児童が少なくない

こともあり、次のような面に配慮した指導が求められています。

・間違いや、失敗を恐れず、自分で考え、相談し、協力しながら主体的に

活動すること

・学校外での活動をする際も、礼儀やコミュニケーション力など社会性を

身につけること

・与えられた課題や指示には一生懸命取り組み、学び合いもできるが、こ

なすことで満足してしまっているところがあり、もっと主体的に学習し

たりよく考えて広げたりすること

・無邪気で仲が良く下学年の面倒みもよいが、少人数のため人間関係が固

定しがちで、狭い考えにとらわれがちであるため、正しさを最後まで主

張したり、自己決定して行動したりできるようにすること

・合同で集団運動を組織し切磋琢磨する場面を仕組んでいるが、幅広くい

ろいろな種目を経験し、一段高い運動技能に触れたりすること

・子どもは素直で生活面でも逞しさを持つが、学習面で主体的意欲的に目

標をもって学習すること、家庭と連携し学習の充実を図ること

・児童養護施設からの通学生徒も含め、近年、親のネグレクト等これまで

とは異なる家庭状況の子どもが増加し、関係機関と連携した新たな対応

が求められていること


